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青海波 （せいがいは）
雅楽の舞人の装束に用いられた波形文様で、 同心円状の波を前後左右交互に重ねた幾何学的な文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

　東日本大震災とそれに伴う大津波、更に原発事故により被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。
　この震災の被災地域である福島県相馬郡へ、早速本学の学生２名がボランティア活動に参加してきてくれました。彼らは中越沖地震を
経験し『他人事ではない』という思いから、参加を決めたとのことです。被災地を目の当たりにした時は愕然としたという彼らも、その
状況の中で、笑顔でありがとうと言ってくれる地元の人たちの生きる力に驚くばかりだったといいます。
　今回の青海波第 21号は、トオコン（十日町市ビジネスコンテスト）の優勝チームを追ってみましたが、このボランティアに参加した学
生とともに、その行動力から力強いメッセージを感じていただければ幸いです。

新潟産業大学　メディア・広報・企画課

　昨年から中国青海省の省都、西寧にある青海民族大学との交流をはじ
めました。タール寺はその西寧から自動車で１時間弱のところにある、チ
ベット仏教ゲルク派の六大寺院のひとつです。写真はその入口にある如
来八塔です。
　青海省といえば、諸説ありますが、わが『青海波』の文様誕生の地とも言
われています。何か因縁めいたものを感じざるをえません。

表紙の写真

「『青海波』誕生の地へ
―タール寺の如来八塔」

撮影者　梅比良　眞史
経済学部教授　入試・広報委員長

特 集 　 即 戦 力 を 身 に つ け る

「『青海波』誕生の地へ―タール寺の如来八塔」（写真の説明は裏表紙）
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学事日程（平成23年7月～ 12月）

平成24年度入試日程概要（各学科共通）

平成23年度
月 日 行事等 月 日 行事等

7月 3日（日） ERE経済学検定 10月 8日（土） 転科試験

23日（土）
・30日（土）

補講日

8月 1日（月）
～5日（金）

春学期定期試験 11月 4日（金） 紅葉祭前日準備（休講日）

8日（月） 試験予備日 5日（土）
～6日（日）

紅葉祭

9日（火） 夏季休業開始 11日（金） 日本漢字能力検定

12日（金） 追試験 20日（日） 日商簿記検定

16日（火）
～25日（木）

集中講義 27日（日） 中国語検定　経営学検定

9月 9月上旬 国際文化研修 日本文化
視察研修

12月 4日（日） ERE経済学検定

1日（木） 卒業者発表 27日（火） 冬季休業開始

8日（木） 再試験

15日（木） 再試験による卒業者発表

20日（火） 秋学期履修ガイダンス

21日（水） 秋学期授業開始

23日（金） 秋分の日（授業日）

30日（金） 9月卒業式

入試区分 AO
（第1期）

AO
（第2期）

AO
（第3期）

指定校推薦
（普通高校対象）・

（総合・専門高校対象）
スポーツ・文化活動推薦 自己推薦

出願期間 （エントリー受付期間）
H23.8/1（月）～9/30（金）

（エントリー受付期間）
H23.10/3（月）～11/25（金）

（エントリー受付期間）
H23.11/28（月）～H24.2/24（金） H23.10/24（月）～11/8（火）

試験日 （最終面接）
H23.10/29（土）

（最終面接）
H23.12/17（土）

（最終面接）
H24.3/10（土） H23.11/12（土）

合格発表 H23.11/18（金） H24.1/12（木） H24.3/22（木） H23.11/18（金）

試験会場 最終面接は柏崎 柏崎

入試区分 一般前期日程
（2科目方式）

センター利用
前期日程

一般後期日程
（2科目方式）

センター利用
後期日程

出願期間 H24.1/10（火）～1/31（火） H24.1/10（火）～2/2（木） H24.2/15（水）～3/6（火） H24.2/15（水）～3/16（金）

試験日 H24.2/4（土） H24.3/10（土）

合格発表 H24.2/14（火） H24.3/14（水） H24.3/22（木）

試験会場 柏崎・新潟・長野・酒田・郡山 柏崎・新潟

入試の詳細・大学院経済学研究科の入試については、2012入学試験要項でご確認ください。
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「
大
学
を
卒
業
し
て
社
会
人
と
な
っ
た
と
き
に
、ど
れ
だ
け

就
職
先
の『
即
戦
力
』に
な
れ
る
か
」

　

平
成
23
年
２
月
に
改
正
さ
れ
た
大
学
設
置
基
準
に
よ
り
、

今
後
の
大
学
の
あ
り
方
と
し
て
、教
育
課
程
の
内
外
か
ら

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
行
い
、学
生
の
就
業
力
や
社
会
人
基
礎
力

を
養
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
卒
就
職
者
に
は
、高
度
な
学
力
や
専
門
知

識
等
の
能
力
に
加
え
、そ
れ
ら
を
十
二
分
に
使
い
こ
な
す
た

め
の
論
理
的
思
考
や
問
題
分
析
能
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
活
用
す
る
ス
キ
ル
を
兼
ね
備
え
て
い
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
れ
ら
の
能
力
を
大
学
生
活
の
４
年
間
で
実
践

的
に
修
得
さ
せ
実
社
会
へ
の
円
滑
な
移
行
を
促
す
機
能
が
、

こ
れ
か
ら
の
大
学
が
担
う
役
割
と
し
て
重
要
で
す
。

　

新
潟
産
業
大
学
は
、「
地
域
社
会
や
企
業
を
主
体
的
に
力
強

く
支
え
る
人
材
の
育
成
」を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、１
年
次
か

ら
社
会
人
基
礎
力
を
養
成
す
る
科
目
を
重
点
的
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、様
々
な
機
会
を
通
じ
て
学
生
た
ち
の「
現
状
の
分

析
把
握
」「
課
題
・
問
題
点
の
発
見
」「
集
団
に
お
け
る
認
識
の

共
有
」「
対
策
の
立
案
」「
チ
ー
ム
に
よ
る
問
題
解
決
」等
の
能

力
の
向
上
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
の
一
端
と
な
っ
て
現
れ
た
の
が
、今
年
の
２
月

に
十
日
町
市
で
行
わ
れ
た「
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
」（
通
称
ト
オ
コ
ン
）に
お
け
る
本
学
学
生
の
活
躍
で
す
。

　
新
潟
県
十
日
町
市
が
主
催
す
る「
十

日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」の
略

称
。

　
「
十
日
町
市
で
行
う
ビ
ジ
ネ
ス
」を

テ
ー
マ
に
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
、実
現
を
前
提
と
し
た
斬

新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
地
元
大
学
生
チ
ー

ム
と 

県
外
大
学
生
チ
ー
ム
が
プ
レ
ゼ

―
最
優
秀
賞
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

屋
冨
祖（
以
下　
屋
）　
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

―
新
潟
予
選
会
で
は
１
位
通
過
で
し
た

が
、本
選
会
で
は
自
信
は
あ
り
ま
し
た

か
？

屋　
東
京
予
選
通
過
チ
ー
ム
が
有
名
大

学
と
い
う
こ
と
で
気
後
れ
し
そ
う
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、幸
い
、地
の
利

を
生
か
し
た
提
案
、と
い
う
点
で
は
こ

ち
ら
に
分
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、内
容

的
に
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
、と
。で
も

や
は
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ

ル
や
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
さ
す
が
、と
い
う

感
じ
で
し
た
。そ
れ
よ
り
も
、新
潟
予
選

会
３
位
通
過
の
他
大
学
の
チ
ー
ム
が

き
っ
ち
り
修
正
し
て
き
た
の
で
、そ
ち

ら
の
方
が
焦
り
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
と
し
て
は
、プ
レ
ゼ
ン
の
出

優
勝
し
た「
チ
ー
ム
Ｎ
Ｓ
Ｕ
」の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

屋
冨
祖
達
郎
君（
経
済
経
営
学
科
４
年
）に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
『
十
日
町
を
糖
菓
町
へ
〜
ス
イ
ー
ツ

で
町
お
こ
し
〜
』で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
チ
ー
ム
Ｎ
Ｓ
Ｕ
は
、そ
の
後
十
日

町
市
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、現
在
ス

イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
学
生
た
ち
が
つ
く
り
あ
げ
た
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
、果
た
し
て
ど
の
よ
う
に

実
を
結
ぶ
の
で
し
ょ
う
か
。期
待
が
高

ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、第
２
回
十
日
町
市
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト「
ト
オ
コ
ン
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ

ｎ
２
」の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
競
い
合
う
コ
ン

テ
ス
ト
で
す
。

　
昨
年
12
月
に
第
１
回
の
予
選
が
開
催

さ
れ
、東
京
予
選
６
チ
ー
ム
、新
潟
予
選

７
チ
ー
ム
の
計
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

そ
の
結
果
今
年
２
月
26
日
の
本
選
会
に

は
６
チ
ー
ム（
慶
応
義
塾
大
学
２
、京
都

産
業
大
学
１
、長
岡
大
学
１
、新
潟
産
業

大
学
２
）が
進
出
し
ま
し
た
。

　
本
選
会
で
は
、企
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

来
は
予
選
の
方
が
手
応
え
が
あ
り
、本

選
会
は
１
０
０
％
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、そ
の
中
で
最
優
秀
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、と
て
も
う
れ
し
い
で

す
。

―
最
優
秀
賞
が
決
ま
っ
た
と
き
の
気
持

ち
は
？

屋　
「
あ
り
が
と
う
」で
す
。半
年
間
、

ず
っ
と
メ
ン
バ
ー
の
金
城
達
と
や
っ
て

き
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
、協
力
し
て

く
れ
た
全
て
の
人
た
ち
に
あ
り
が
と

う
、と
い
う
気
持
ち
が
真
っ
先
に
浮
か

び
ま
し
た
。自
分
の
力
で
取
っ
た
、と
い

う
よ
り
は
、チ
ー
ム
で
自
分
の
役
割
を

果
た
せ
て
よ
か
っ
た
、と
い
う
感
じ
で

す
。

―
今
回
の
受
賞
で
、一
番
感
謝
し
て
い

る
人
は
誰
で
し
ょ
う
？

屋　
水
球
部
の
青
栁
監
督
と
広
川
学
長

で
す
ね
。監
督
は
、部
の
練
習
や
自
分
の

練
習
も
あ
る
の
に
、と
こ
と
ん
付
き

合
っ
て
く
れ
て
、人
前
で
話
す
技
術
も

教
わ
り
ま
し
た
。学
長
は
、自
分
た
ち
の

気
付
か
な
い
外
か
ら
の
視
点
で
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
常
に
投
げ
か
け
て
く
だ

さ
っ
て
、問
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
豊
富

に
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

―
「
ト
オ
コ
ン
」と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、ど
ん
な
こ
と
が
身
に
つ
き
ま
し
た

か
？

屋　
一
通
り
企
画
立
案
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
経
験
し
て
、こ
の

　

本
学
か
ら
は
、「
や
ま
ね
屋（
１
年
次

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
チ
ー
ム
）」、「
チ
ー
ム

Ｎ
Ｓ
Ｕ（
水
球
部
）」、「
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
燦さ
ん

水す
い

会か
い（
水
球
部
）」の
３
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。学
生
た
ち
は
事
前
に
十
日
町

市
へ
何
度
も
足
を
運
ん
で
下
調
べ
を

し
、ア
イ
デ
ィ
ア
に
裏
づ
け
数
値
や
具

体
的
事
例
を
盛
り
込
み
、 

十
日
町
市
の

活
性
化
に
繋
が
る
実
現
可
能
な
ビ
ジ
ネ

ス
提
案
を
行
い
ま
し
た
。（
所
属・
学
年

は
応
募
時
の
も
の
で
す
。）

即
戦
力
を

身
に
つ
け
る

即
戦
力
を

身
に
つ
け
る

第1回
十日町市

ビジネスコンテスト
最優秀賞

チームＮＳＵ
「十日町を糖菓町へ～スイーツで町おこし～」

第３位
Team 燦水会

「各地のFM放送を使った低コストな「まちの活性化実験」
十日町市と沖縄市をFMで結ぶ日本初の試み」　

流
れ
を
身
に
つ
け
た
こ
と
は
社
会
人
に

な
っ
た
と
き
に
非
常
に
役
立
つ
と
思
い

ま
す
。今
回
の
作
業
を
チ
ー
ム
で
行
っ

た
こ
と
や
、十
日
町
市
の
担
当
の
方
と

折
衝
を
し
な
が
ら
企
画
を
ま
と
め
た
こ

と
も
大
き
な
財
産
で
す
。大
勢
の
人
の

前
で
発
表
を
し
、評
価
も
さ
れ
て
度
胸

が
つ
き
ま
し
た
。

―
一
番
苦
労
し
た
の
は
ど
ん
な
と
こ
ろ

で
し
た
か
？

屋　
予
選
会
の
企
画
案
か
ら
本
選
に
向

け
て
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、大
き
な

変
更
を
決
断
し
、そ
れ
を
短
い
期
間
で

ま
と
め
る
の
が
一
番
大
変
で
し
た
。

―
十
日
町
市
の
方
と
実
際
に
打
ち
合
わ

せ
を
し
て
、ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
期

待
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
か
？

屋　
企
画
を
必
ず
実
現
し
て
町
興
し
を

し
て
ほ
し
い
、と
い
う
点
だ
と
思
い
ま

す
。応
募
し
て
か
ら
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
る
中
で
も
、常
に「
実
現
可
能

か
ど
う
か
？
」と
い
う
問
い
か
け
が
あ

り
ま
し
た
。

チームNSUがトオコンで身につけた「即戦力」 

　当初、応募の予定ではなかったが、
部活仲間だったチーム燦水会の企画
ミーティングに参加しているうちに、
アイディア提案の面白さに目覚める。

　毎晩夜遅くまで、資料作成に没頭する。部活と大学
の授業と睡眠時間以外は全て「トオコン」に費やす。
人生でこれだけ一つのことに集中したのは初めて。

　新しい企画を検討してワープロを
打っているとき、偶然「とおかまち」を
「糖菓町」と打ち間違えたことから応
募企画のコンセプトがひらめく。

　大学の授業で役立ったのは、ベーススキルの部分
で「基礎演習」、「パソコン実習」、専門的な部分では
「広告入門」で学習した、ポスター作成や効果的な配
布、イベント立案の考え方等を活用した。

　応募書類をベースにしてプレゼン
用資料の作成に入る。
　チームでミーティングを行ううち
に新しいアイディアがどんどん出て
きて、結果としてプレゼン内容は全く
異なるものになった。

　予選会場で、スイーツを配る作戦を思いつく。
　海外生活の長い監督の好意で外国のお菓子を伝授
されるが、おいしくなかった。却下するのが大変だっ
た。（監督は自信満々だった…。）

　ワープロ、パワーポイント、イン
ターネットを駆使して初めてのプレ
ゼン用企画書を作成する。
　手探りの状態から始めたので、勝手
がわからず、最初に出来上がったもの
は「発表用のシナリオ」のようなもの
だった。改めて「企画書とは何か」から
調べ始める。

　企画を「ビジネス」として考えたときに、自分の視
点で成功したいと思ったことと、周りが求めるニー
ズは必ずしも一致していないことが実感としてわ
かった。ビジネスを成功させるためには、流れを読ん
だり顧客のニーズを上手に汲み取ったりすることが
必要不可欠な要素だと思った。

　予選会での質問内容等を受け、本選会に向けてさ
らに企画を磨く。予算的な部分や具体案の提示等、主
催者側からは、あくまでも実現化を前提にした鋭い
意見があった。詰めが甘かった部分や残された課題
を必死で消化し、よりよい企画となるように引き続
き全力を傾ける。

参加決定・応募書類の作成

応　募

プレゼン用資料の提出

新潟予選　一位通過

本選会用プレゼン用資料の提出

・学内における模擬プレゼン

本選会　最優秀賞受賞！

プレゼンテーション力

・企画のブラッシュアップ
・十日町市担当者との打ち合わせ

・ミーティング
・プレゼン用資料の作成
・十日町市担当者との打ち合わせ
・プレゼンのシミュレーション

■ 

チ
ー
ム
Ｎ
Ｓ
Ｕ

【
メ
ン
バ
ー
】

屋
冨
祖
達
郎（
経
３
）、水
科
彩
香（
経
３
）、

岸
野
典
子（
経
３
）、金
城
徹
大（
経
２
）

【
テ
ー
マ
】

『
十
日
町
を
糖
菓
町
へ
〜
ス
イ
ー
ツ
で

町
お
こ
し
〜
』

・ と
お
か
ま
ち
ス
イ
ー
ツ
コ
ン
テ
ス
ト

の
開
催

・「
桜
花
ブ
ラ
ン
ド
」の
確
立

・ ス
イ
ー
ツ
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
イ

ベ
ン
ト「
ギ
ネ
ス
イ
ー
ツ
」の
提
案

―
「
ト
オ
コ
ン
」参
加
を
通
じ
て
、屋
冨

祖
君
自
身
が
以
前
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
か
？

屋　
そ
れ
ま
で
の
大
学
生
活
が
、授
業

で
も
部
活
で
も
仲
間
の
中
に
埋
没
し
て

い
て
、そ
れ
が
楽
だ
っ
た（
笑
）の
で
す

が
、今
回
ほ
ど「
自
分
が
や
ら
な
け
れ

ば
」と
自
覚
し
た
り
、発
表
の
場
で
ス

ポ
ッ
ト
を
浴
び
た
の
は
刺
激
的
だ
っ
た

し
、全
体
の
中
で
自
分
の
役
割
に
責
任

を
果
た
す
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き

ま
し
た
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
チ
ー
ム
Ｎ
Ｓ
Ｕ
の
皆
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は「
と
お
か
ま
ち
の
地
域
資

源
を
生
か
し
た
新
ビ
ジ
ネ
ス
」で
す
。

　
現
在
、参
加
大
学
の
募
集
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、果
た
し
て
本
学
学
生
に
よ

る
連
覇
と
な
る
か
？

　
「
即
戦
力
」を
磨
く
絶
好
の
場
で
す
。

在
学
生
の
皆
さ
ん
、挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

企画力 集中力

発想力

目的達成力

チームワーク

大学の授業

コミュニケーション力
調整力

対外交渉力

ITスキル

現状把握力

企画書作成力 問題認識力

ト
オ
コ
ン
の
そ
れ
か
ら

「
ト
オ
コ
ン
」と
は

シ
ョ
ン（
持
ち
時
間 

各
28
分
）と
し
て
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
25
分（
発
表
15

分
＋
質
疑
10
分
）、マ
ッ
チ
ン
グ
３
分
間

（
会
場
観
覧
者﹇
会
場
審
査
員
含
む
企
業

家
﹈が
興
味
を
持
っ
た
プ
ラ
ン
に
対
し

意
志
を
伝
え
る
）が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
は
①
ア
イ
デ
ィ
ア
の
実
現
性
②

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
③
十
日
町
ら

し
さ
④
イ
ン
パ
ク
ト
⑤
独
創
性（
大
学

生
ら
し
い
斬
新
さ
）を
基
準
と
し
て
、審

査
員
６
名+

会
場
審
査
員
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、地
元
商
店
街
や
事
業
所

の
方
々
、 

応
援
の
大
学
関
係
者
等
が
多

数
駆
け
つ
け
、学
生
た
ち
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、平
成
23
年
度
に
も
第
２
回
と

し
て「
ト
オ
コ
ン
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
２
」が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

■ 

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
燦
水
会

【
メ
ン
バ
ー
】

仲
村
泰
信（
経
４
）、野
一
色
健
太（
経
３
）、

原
田
卓（
文
１
）、只
野
さ
や
か（
文
１
）

【
テ
ー
マ
】

『
各
地
の
Ｆ
Ｍ
放
送
を
使
っ
た
低
コ
ス

ト
な「
ま
ち
の
活
性
化
実
験
」』

【
参
加
の
動
機
】

・ 地
方
の
Ｆ
Ｍ
局
を
結
ぶ
、と
い
う
ヒ
ン

ト
を
先
生
か
ら
受
け
、面
白
い
と
思
っ

た
。

【
今
回
参
加
し
て
得
た
も
の
】

・ 自
分
が
将
来
目
指
し
て
い
る「
起
業
」

や「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」の
た
め
に
、今
回

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
発
想
か
ら
始

ま
り
そ
れ
ら
を
練
り
こ
ん
で
モ
デ
ル

と
し
て
提
案
す
る
、と
い
う
作
業
は
非

常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

や
ま
ね
屋

【
メ
ン
バ
ー
】

（
発
表
者
）丸
山
優
瑠（
経
１
）、長
岡
す
み
れ

（
経
１
）、西
山
聡
美（
経
１
）、山
田
昇（
経
１
）

【
テ
ー
マ
】

『
と
お
か
市
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
』

【
参
加
の
動
機
】

・ゼ
ミ
担
当
の
先
生
の
勧
め

【
今
回
参
加
し
て
得
た
も
の
】

・ 多
く
の
人
の
前
で
発
表
す
る
と
い
う

経
験
を
し
た
の
で
度
胸
が
つ
き
ま
し

た
。ま
た
、物
怖
じ
せ
ず
に
プ
レ
ゼ
ン

が
出
来
た
事
で
自
分
に
自
信
が
つ
き
、

そ
の
後
困
難
な
場
面
に
遭
遇
し
た
時

に
、こ
の
経
験
が
糧
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、犠
牲
者
と
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、被
災
地
お
よ
び
故
郷
か
ら
離
れ

た
避
難
場
所
に
お
い
て
、不
安
な
日
々
を

過
ご
さ
れ
て
い
る
皆
様
が
、一
日
も
早
く

普
段
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
中
越
沖
地
震
の
経
験
を
思
い
起
こ
し

な
が
ら
、微
力
な
が
ら
お
役
に
立
て
る
こ

と
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
夏
の
電
力
供
給
不
足
に
備
え
、本
学

で
は
パ
ソ
コ
ン
実
習
の
一
部
を
繰
り
上

げ
実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、15
％
節
電
協

力
と
し
て
冷
房
28
度
設
定
や
減
光
を
実

施
し
、８
月
に
は
３
日
間
の
臨
時
休
業
を

設
け
ま
す
。CO2
削
減
活
動
で
は
、教
職
員

が
ク
ー
ル
ビ
ズ
や
柏
崎
市
の
ノ
ー
マ
イ

カ
ー
ウ
ィ
ー
ク
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

　
６
月
11
日（
土
）、「
第
18
回
父
母
の
会

総
会
」が
開
催
さ
れ
、多
く
の
在
学
生
ご

父
母
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
午
前
に
行
わ
れ
た
大
学
主
催
の「
個
別

面
談
会
」で
は
、学
生
た
ち
の
学
業
や
就

職
、日
頃
の
様
子
等
に
つ
い
て
、父
母
と

教
員
と
の
間
で
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
22
年
度
事
業・
会
計

　

毎
年
恒
例
の「
新
入
生
学
外
合
宿
研

修
」を
、４
月
７
日・
８
日
に
津
南
町
の

「
ニ
ュ
ー・グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
」で
実
施

し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、新
入
生
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、教
職
員・
在
学
生
と
一
泊
二
日
で
交

流
し
、一
層
充
実
し
た
学
生
生
活
の
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
夕
食
後
の
全
体
集
会
で
、学

友
会
長
か
ら
の
歓
迎
の
挨
拶
や
教
職
員

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。続
い
て
公
認

部・
同
好
会
の
代
表
者
が
部
活
動
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
３
月
12
日（
土
）に
、本
学
講
堂
で
平
成

22
年
度
卒
業
式・
大
学
院
修
了
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
地
震
が
発
生
し
た
翌
日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、予
定
の
日
程
で
式
を
挙
行
し
、

経
済
学
部・産
業
シ
ス
テ
ム
学
部
お
よ
び

大
学
院
の
計
１
１
４
人
を
送
り
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
５
日（
火
）に
は
入
学
式
を

行
い
ま
し
た
。被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

哀
悼
の
意
を
表
し
簡
素
な
形
で
の
実
施

で
す
。

　

経
済
経
営
学
科
73
名
、文
化
経
済
学

東
日
本
大
震
災
の
お
見
舞
い

節
電・
省
エ
ネ・
エ
コ
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

平
成
22
年
度
卒
業
式・大
学
院

修
了
式
、平
成
23
年
度
入
学
式

を
行
い
ま
し
た
。

父
母
の
会
総
会・個
別
面
談
会

を
開
催

新
入
生
学
外
合
宿
研
修
を

実
施

学
生
と
職
員
が
、エ
コ
活
動
の
一
環
と
し

て
本
館
事
務
室
西
側
窓
に
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
設
置
し
ま
し
た
。ゴ
ー
ヤ
が
20
本
、

朝
顔
10
本
、ト
マ
ト
２
本
、な
ぜ
か
ナ
ス

も
３
本
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、ゴ
ー
ヤ
の
つ
る
は
葉
を
茂
ら
せ

２
メ
ー
ト
ル
近
く
ま
で
伸
び
て
い
ま
す
。

学
生
と
職
員
の
汗
だ
く
の
活
動
は
８
月

前
に
涼
し
げ
な

緑
の
カ
ー
テ
ン

と
食
べ
ご
ろ
の

ゴ
ー
ヤ
と
な
っ

て
実
を
結
ぶ
こ

と
で
し
ょ
う
。

〈
安
否
確
認
の
結
果
報
告
〉

　

地
震
発
生
直
後
よ
り
、本
学
学
生
及

び
教
職
員
の
安
否
確
認
を
行
い
、全
員
無

事
、人
的
被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。た
だ
し
、被
災
地
出
身
の
３

名
の
学
生
よ
り
家
屋
の
一
部
被
害
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

〈
本
学
の
校
舎
、施
設
設
備
の
状
況
〉

　
総
点
検
の
結
果
、こ
の
度
の
大
地
震
及

び
そ
の
後
連
続
し
て
発
生
し
た
地
震
に

よ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

〈
学
生・教
職
員
の
支
援
活
動
等
〉

　
学
内
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
き
た
学

友
会
、毎
週
末
に
精
力
的
に
柏
崎
市
内

各
所
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
き
た
水
球

部
、そ
れ
に
教
職
員
の
募
金
を
合
わ
せ
、

４
月
21
日
現
在
で
、柏
崎
市
に
５
５
０
，

２
６
７
円
、柏
崎
商
工
会
議
所
に
２
４
，

科
32
名
、大
学
院
経
済
学
研
究
科
５
名

の
計
１
１
０
名
の
入
学
者
を
迎
え
て
始

ま
っ
た
式
典
で
は
、冒
頭
に
お
い
て
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
学
長
式
辞
で
は
、広
川
学
長
か
ら「
こ

の
度
被
災
さ
れ
た
方
々
に
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、行
動
し
よ
う
。」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
新
入
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
新
入
生
代
表
と
し
て
、山
﨑
紗

穂
さ
ん（
文
化
経
済
学
科
）が
壇
上
で
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
卒
業
生
、新
入
生
と
も
、人
生
の
区
切

り
の
年
に
忘
れ
難
い
大
き
な
出
来
事
に

遭
遇
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、そ
の

瞬
間
に
そ
れ
ぞ
れ
が
感
じ
た
こ
と
、考
え

た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、新
し
い
目
的
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

９
２
５
円
、東
北
の
大
き
な
被
害
を
受
け

た
大
学・
高
校
３
校
へ
計
15
万
円
、合
計

７
２
５
，１
９
２
円
を
届
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、本
学
サ
ー
ク
ル
の
青
年
赤
十
字

奉
仕
団
が
、柏
崎
市
内
で
募
金
活
動
を

行
い
、６
７
，９
５
６
円
の
義
援
金
を
日

本
赤
十
字
社
へ
送
り
ま
し
た
。

〈
震
災
に
か
か
る

平
成
24
年
度
入
試
の
特
別
支
援
措
置
〉

　
こ
の
度
の
大
震
災
に
よ
り
災
害
救
助

法
の
適
用
を
受
け
る
市
町
村
の
受
験
生

及
び
入
学
予
定
者
に
対
し
修
学
支
援
を

図
る
た
め
、平
成
24
年
度
入
学
試
験
検

定
料
の
全
額
免
除
と
、被
災
状
況
に
応
じ

最
大
４
年
間
の
学
納
金
全
額
免
除
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
。詳
細
は
本
学
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
ク
ラ
ス
別
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
い
、自
己
紹
介
や
、ク
ラ
ス
担
任
に
よ

る
学
生
生
活
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
通
じ
て
、相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、学
友
会・
学
生
行
事
実
行

委
員
会
の
企
画
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
が
っ
た
後
、ク
ラ
ス
対
抗
の

報
告
と
平
成
23
年
度
の
事
業
計
画・
予

算
案
の
説
明
が
あ
り
、承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、大
学
側
か
ら
教
務・
学
生

生
活・
就
職
の
現
況
報
告
等
を
行
い
、そ

の
後
就
職
に
関
す
る
講
演
会
が
あ
り
ま

し
た
。

　

総
会
の
後
は
懇
親
会
が
催
さ
れ
、父

母
と
教
職
員
が
協
力
し
な
が
ら
学
生
た

ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
再
確
認
し
、

親
交
を
深
め
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま

し
た
。３
日
前
の
入
学
式
で
出
会
っ
た
ば

か
り
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、新
入
生
た
ち

は
盛
り
上
が
り
白
熱
し
た
試
合
に
な
り

ま
し
た
。

　
新
し
い
仲
間
と
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
の
始
ま
り
と
し
て
、大
い
に
親
睦
を
深

め
た
二
日
間
で
し
た
。

オープンキャンパス

■時　　間／10：30～ 15：00（各回とも共通）
■内　　容／①大学の概要説明　②各学科の教育内容説明　③キャンパスツアー
　　　　　　④ランチ体験　⑤ゼミの研究発表や学生・教職員による各種相談
　　　　　　⑥入試の概要説明　⑦模擬授業　など
■対　　象／高校１～３年生および保護者
■お申込み／上記申込締切日までに、電話・メール・FAX等で入試課へお申込みください。
■お問合せ／新潟産業大学入試課

　　　　　　70120-787-124
　　　　　　Fax  0257-21-6050
　　　　　　Web  http://www.nsu.ac.jp/
　　　　　　E-mail  nyushi@ada.nsu.ac.jp

第1回  ５月21日（土）　 第2回  ６月25日（土）
第3回  ７月23日（土）　 第4回  ３月25日（日）
10：30～12：20（各回とも共通）。詳細はホームページでご確認ください。

キャンパス見学会

8/6［土］ 8/28［日］ 9/25［日］
経済学／経営学／文化と経済／日本の文化／中国の文化 経済学／経営学／会計学／欧米の文化／韓国の文化 経済学／経営学／まちづくり／日本の文化／欧米の文化

第１回
申込締切日
８月３日
（水）

第２回
申込締切日
８月24日
（水）

第３回
申込締切日
９月21日
（水）

選べる体験授業 選べる体験授業 選べる体験授業

参加費
無料

当日はJR新潟、燕三条、長岡、
柏崎、直江津、高田の各駅から
無料送迎バスを運行

短時間で

「産大」を
知りたい方

に

オススメ！
の キャンパス見学会
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「
も
し
ド
ラ
」の
お
か
げ
で
、ド
ラ
ッ

ガ
ー
や
経
営
学
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い

ま
す
。本
学
に
は
経
営
を
学
ぶ
学
生
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
の
で
、経
営
学
関
係
の
本

は
、充
実
す
る
よ
う
日
頃
か
ら
心
が
け
て

い
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
ド
ラ
ッ
ガ
ー
関

係
の
本
は
、入
口
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
並

べ
て
い
ま
す
。

　
経
営
学
と
い
う
と
、難
し
い
イ
メ
ー
ジ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、基
本
書
や
マ
ン
ガ

を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
も
の
、有
名
企

業
を
例
に
解
説
し
て
い
る
も
の
な
ど
、面

白
い
と
感
じ
る
も
の
が
き
っ
と
見
つ
か

る
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
本
職
で
あ
る
経
済
学
の
本
も
同

様
に
基
本
か
ら
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
を
題
材
と
し

た
も
の
ま
で
幅
広
く
揃
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
、お
昼
休
み
に
音
楽
を
流
し
て
い
ま

す
。ジ
ャ
ン
ル
は
、ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、イ
ー

ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
、ヒ
ー
リ
ン
グ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、オ
ル
ゴ
ー
ル
、鳥
の
鳴
き
声
や

滝
の
流
れ
る
音
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、利
用
者
の
耳
障
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、音
量
に
も
気
を
つ
け
て
い

ま
す
。

　
昨
今
の
厳
し
い
就
活
に
苦
戦
を
し
て

い
る
学
生
の
み
な
さ
ん
を
少
し
で
も
支

援
し
よ
う
と
、就
活
に
役
立
つ
本
を
入
れ

て
い
ま
す
。３
年
生
４
年
生
に
限
ら
ず
、

１・２
年
生
向
け
の
キ
ャ
リ
ア
本
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
対
策
の
本
な
ど
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、人
前
で
話
を
し

た
り
、説
明
を
し
た
り
す
る
機
会
に
は
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
か
ら
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌・
情

報
誌
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
へ
来
る
と
、ま
ず
雑
誌
に
手

が
伸
び
る
学
生
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

雑
誌
配
架
棚
の
横
に
、経
済
な
ど
の

専
門
雑
誌
が
目
に
留
ま
る
よ
う
に
置
い

て
お
き
、少
し
難
し
い
雑
誌
に
挑
戦
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
で
は
、ま
ず
本
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
、話
題
の
本
を
揃
え
て
い

ま
す
。

　
勉
強
や
試
験
、レ
ポ
ー
ト
に
役
立
つ
本

は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、本
を
読
む
楽

し
さ
、読
み
終
え
た
時
の
満
足
感
を
味

わ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

　
読
書
も
教
育
の
ひ
と
つ
で
す
。図
書
館

は
、こ
れ
か
ら
も
大
学
教
育
の
一
役
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
外
の
方
も
、自
由
に
図
書
館
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

●
館
内
で
の
閲
覧
は
基
本
的
に
自
由
で
す
。

●
蔵
書
の
貸
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
対
象

15
歳
以
上（
中
学
生
は
除
く
）の
柏
崎

市
内
在
住・在
勤
の
方

貸
出
冊
数 

： 

３
冊
以
内

貸
出
期
間 

： 

２
週
間
以
内

●
そ
の
他
／
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
、

住
所・
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の（
免

許
証・
健
康
保
険
証
な
ど
）を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。ま
た
、本
学
主
催
の
公
開

講
座・
聴
講
講
座
受
講
生
の
方
も
貸

出
が
可
能
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、お
気
軽
に
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
本
も
入
れ
て

い
ま
す

ド
ラ
ッ
ガ
ー
が
ブ
ー
ム
で
す

♪
音
楽
を
流
し
て
い
ま
す

就
活
支
援
の
本
が
充
実

情
報
誌
が
好
評
で
す

一
般
の
方
も
本
学
図
書
館
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

■平成22年度　公認部大会成績一覧表

クラブ名 大会名 部門･種目および大会出場者名（学年） 成績

空手道部

第36回北信越学生空手道選手権
大会（5月） 個人男子組手

梅川達矢（経2） 3位
小林匠（経2） 5位

第53回全日本大学空手道選手権
大会（6月） 個人男子組手

梅川達矢（経2） 出場
小林匠（経2） 出場

卓球部

第58回春季北信越学生卓球選手
権大会（5月）

男子シングルス
周陳忱（経2） ベスト８
横田将人（経4）、清水大輔（経1） 出場

男子ダブルス 横田将人（経4）、周陳忱（経2） 出場

平成22年度夏季北信越学生卓球
選手権大会 兼 第77回全日本学
生卓球選手権大会北信越地区予
選（8月）

男子シングルス

周陳忱（経2） ベスト16
伊藤知玄（経4）、横田将人（経4）、
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）、
鄭　然（経2）、清水大輔（経1）

出場

男子ダブルス
横田将人（経4）、周陳忱（経2）

出場伊藤知玄（経4）、鄭　然（経2）
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）

男子団体
伊藤知玄（経4）、横田将人（経4）、
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）、
鄭　然（経2）

出場

第58回秋季北信越学生卓球選手
権大会（11月）

シングルス

周陳忱（経2） ベスト8
伊藤知玄（経4）、横田将人（経4）、
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）、
鄭　然（経2）、清水大輔（経1）

出場

男子ダブルス
横田将人（経4）、周陳忱（経2） 出場
伊藤知玄（経4）、鄭　然（経2）

ベスト32
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）

男子団体
伊藤知玄（経4）、横田将人（経4）、
長谷川憲輔（経4）、丸山誠（経3）、
鄭　然（経2）

出場

水泳部
男子

（水球部門）

2010年度関東学生水球リーグ
戦（6～ 7月）

井上智史（経4）、大山剛史（経4）、高祖裕介（経4◎）、千綿
研二（経4）、徳江繁明（経4◎）、仲村泰信（経4◎）、秋元恵
臣（経3◎）、野一色健太（経3）、屋富祖達郎（経3◎）、田中
翔史朗（経2）、崎山裕哉（経2◎）、金城徹大（経2◎）、斉藤
渉（経2◎）、吉里健龍（経2◎）、森雄平（経2）、秋山晋之介
（経1）、笠原脩平（経1）、鈴木雄也（経1◎）、清水涼太（経
1◎）、柴原吉輝（経1◎）、原田卓（経1）、広川宣秀（経1）、
三井田誠（経1◎）、米田航（経1）

２部優勝
１部昇格

第86回日本学生選手権水泳競技
大会予選会【水球競技】（7月） 出場

第86回日本学生選手権水泳競技
大会（インカレ）【水球競技】（9月）
※ 出場者は学年の後に◎印のあ
る学生のみ

出場

第32回柏崎選手権水泳競技大会
（8月）（競泳） 出場

水泳部
女子

（水球部門）

第14回東日本水球リーグ戦（7
月）兼全国女子東日本地区予選

岸野典子（経3）、水科彩香（経3）、吉田雅美（経1）
２部４位

第27回全国女子水球競技大会最
終予選会（8月） 出場

軟式
野球部

第33回新潟県軟式野球春季大会
兼全国大会予選（4～ 7月）

三輪圭佑（経4）、角谷直大（経4）、山川恭宏（経4）、渡辺拓
也（経3）、難波健太郎（経3）、酒井慎司（経3）、原裕貴（経
2）、長井一至（経2）、武居直人（経2）、石川大地（経1）、廣
田純一（経1）、星野徹（経1）、井伊結生（経1）、上村祐貴
（経1）、大塚隼也（経1）、今井俊介（経1）、真島健斗（経1）

５位
（計９チーム）

第32回新潟県軟式野球秋季大会
兼全国大会予選（9～ 10月）

３位
（計13チーム）

テニス部 第18回分水テニス大会（9月） ダブルス 富田　怜（経3）、内山貴大（経1） 出場

男子
バレー
ボール部

第32回春季信越大学バレーボー
ル大会（4月）

高𣘺仁志（経4）、江向祐太（経3）、井上貴志（産4）、小柳慎
太郎（経3）、田村武（経3）、阿都沁夫（アドチンフ）（経3）、
松田直也（経2）、相澤尚哉（経1）

出場

新潟日報杯争奪兼2010年度第
55回柏崎バレーボール選手権大
会（8月）

出場

第58回秋季上越バレーボール大
会（12月） 出場

ライフ
セービング

部

第23回全日本ライフセービング
種目別選手権大会（6月）

2kmビーチラン 田辺康洋（経4）、今井俊介（経1）、
小山博樹（経1）

出場ビーチフラッグス 安澤勇次（経2）、内山絢太（経2）、
大滝雄一郎（経1）、

ビーチスプリント 安澤勇次（経2）、内山絢太（経2）、
サーフレース 大滝雄一郎（経1）、大野翔平（経1）

第25回全日本学生ライフセービ
ング選手権大会（9月）

1km×3
ビーチリレー

田辺康洋（経4）、今井俊介（経1）、
小山博樹（経1）

出場

CPRコンテスト 安澤勇次（経2）、今井俊介（経1）
ビーチフラッグス 安澤勇次（経2）、内山絢太（経2）
ビーチスプリント 安澤勇次（経2）、大滝雄一郎（経1）

ボードリレー 田辺康洋（経4）、安澤勇次（経2）、
小山博樹（経1）

サーフレース 今井俊介（経1）、大野翔平（経1）、
小山博樹（経1）

第36回全日本ライフセービング
選手権大会西日本予選会
（9月）

2kmビーチラン 田辺康洋（経4）、今井俊介（経1）、
小山博樹（経1）

予選通過
ビーチフラッグス 安澤勇次（経2）、内山絢太（経2）、

小山博樹（経1）

ビーチスプリント 安澤勇次（経2）、内山絢太（経2）、
今井俊介（経1）、大滝雄一郎（経1）

サーフレース 大滝雄一郎（経1）、大野翔平（経1）

第36回全日本ライフセービング
選手権大会（10月）

2kmビーチラン 今井俊介（経1）
出場ビーチフラッグス 安澤勇次（経2）

ビーチスプリント 安澤勇次（経2）、大滝雄一郎（経1）

サッカー
部 柏崎フットサル大会（2月）

秋山勇貴（経4）、中島吉美（経4）、東都 拓馬（経4）、長谷
川翔太（経4）、大矢紗稔（経3）、嘉藤嘉章（経3）、高橋佑輔
（経3）、清野幹基（経3）

出場

バスケット
ボール部

新潟県学生連盟バスケットボー
ル県内リーグ

東都拓馬（経4）、仙田治（経3）、稲田優樹（経3）、西川和宏
（経3）、山口聡一（経3）、渡辺俊（経2）、佐野達也（院2） 出場

クラブ名 大会名 部門･種目および大会出場者名（学年） 成績

モンゴル
相撲部

第3回仙台モンゴル
相撲大会（5月） 個人

巴図吉呼蘭（バトジフラン）（経2） ２位
烏寧其（ウニンチ）（経3） ３位
畢力格図（ビリゲト）（経4） ４位
格日勒図（ゲリラト）（経2） 出場韓 黎明（カンレイメイ）（経2）

新入生歓迎大会（5月） 個人

布仁吉日嘎拉（ブリンジリガラ）（経2） 優勝
巴図吉呼蘭（バトジフラン）（経2） ２位
斯楽木格（スラムカ）（経1） ４位
格日勒図（ゲリラト）（経2）、図日巴図（トリバト）（経4）、
畢力格図（ビリゲト）（経4）、烏寧其（ウニンチ）（経3）、
阿拉騰烏拉（アラタンウラ）（経3）、阿拉騰畢力格（アラ
タンビリゲ）（経3）、宝音満達呼（ボインマンダフ）（経
4）、阿拉騰敖尼蘇（アラタンオニソ）（経3）、布仁吉日
嘎拉（ブリンジリガラ）（経2）、阿拉騰蘇和（アラタンス
ホ）（経2）、伊利其（イリチ）（経2）、額日很巴図（エリヘ
ンバト）（経3）、哈斯額爾登（ハスエルドン）（経4）、蘇
嘎爾（スガル）（経4）、呼群（フチン）（経2）、韓黎明（カン
レイメイ）（経2）、昭那蘇図（ジョナスト）（経2）、蒋慶林
（ショウケイリン）（経1）

出場

紅葉祭モンゴル相撲
大会（10月） 個人

布仁吉日嘎拉（ブリンジリガラ）（経2） 優勝
斯楽木格（スラムカ）（経1） ２位
烏寧其（ウニンチ）（経3） ３位
巴図吉呼蘭（バトジフラン）（経2） ４位
格日勒図（ゲリラト）（経2）、図日巴図（トリバト）（経4）、
畢力格図（ビリゲト）（経4）、阿拉騰烏拉（アラタンウラ）
（経3）、阿拉騰畢力格（アラタンビリゲ）（経3）、宝音満達
呼（ボインマンダフ）（経4）、阿拉騰敖尼蘇（アラタンオ
ニソ）（経3）、阿拉騰蘇和（アラタンスホ）（経2）、伊利其
（イリチ）（経2）、額日很巴図（エリヘンバト）（経3）、哈斯
額爾登（ハスエルドン）（経4）、蘇嘎爾（スガル）（経4）、呼
群（フチン）（経2）、韓黎明（カンレイメイ）（経2）、昭那蘇
図（ジョナスト）（経2）、蒋慶林（ショウケイリン）（経1）

出場

東京ブフクラブモン
ゴル相撲大会（10月）

男子個人
巴図吉呼蘭（バトジフラン）（経2） ８位
呼群（フチン）（経2）、格日勒図（ゲリラト）（経2）、阿拉騰
畢力格（アラタンビリゲ）（経3）、伊利其（イリチ）（経2）、
賽音吉雅（セインジヤ）（経2）

出場

女子個人

阿日貢呼斯楞（アリグンフスロン）（経2） 優勝
烏云通拉嘎（オヨントンラガ）（経1） ３位
薩如拉（サルラ）（経2）、烏日古木拉（ウリグムラ）（経1）、
烏楊嘎（ウインガ）（経1）、額黒図（エヒト）（経3）、包 格根
（バォゲゲン）（経2）

出場

クラブ名 大会名 部門･種目および大会出場者名（学年） 成績
バドミントン部 長岡地区バドミントン社会人リーグ 16部 早川裕美（経3） 出場

女子
バレー
ボール部

第32回春季信越大学バレーボール大会（4月）

高島さおり（経4）、菅山真琴（経4）、尾﨑
優里（経4）、堀内愛奈（経3）、丸田梓（経
3）、山岸夏生（経2）

出場
第41回北信越大学男女バレーボール選手権大会
（5月） ３部２位

新潟日報杯争奪兼2010年度第55回柏崎バレー
ボール選手権大会（8月） 出場

第33回秋季信越大学バレーボール大会（10月） 出場
第58回秋季北信越大学男女バレーボール選手権
大会（10月） ３部３位

第58回秋季上越バレーボール大会（12月） 出場

ゴルフ部

関東女子アマチュアゴルフ選手権予選（4月）

個人 佐藤由香利（経2）

20位
第13回新潟県知事杯新潟県ゴルフ選手権（5月） ３位
関東女子アマチュアゴルフ選手権決勝（5月） 出場
第6回新潟県NGAゴルフ選手権（6月） 優勝
第13回新潟県女子アマチュアゴルフ選手権
（7月） ２位

第48回関東女子学生ゴルフ選手権（8月） 46位
第13回新潟県知事杯新潟県ゴルフ選手権（5月）

個人 大淵芳森（経1）

21位
第6回新潟県NGAゴルフ選手権（6月） 29位
第13回新潟県アマチュアゴルフ選手権予選
（8月） ３位

第13回新潟県アマチュアゴルフ選手権決勝
（8月） 65位

金井清一ゴルフクラシック予選（9月） 41位
関東月例大会（5月） 15位

アーチェリー部
（同好会）

新潟市長杯室内アーチェリー大会（1月） リカーブ・成年男子

宇佐美祐生（経3）

２位
全日本学生室内アーチェリー個人選手権大会
（2月） リカーブ・男子個人 出場

第32回北信越学生アーチェリー対抗戦（4月） リカーブ・男子個人 ４位
新潟市長杯アーチェリー大会（5月） リカーブ・成年男子 ４位
第65回国体新潟県1次予選アーチェリー大会
（5月） リカーブ・成年男子 ４位

第65回国体新潟県2次予選アーチェリー大会
（6月） リカーブ・成年男子 ３位

第65回国体新潟県3次予選アーチェリー大会
（6月） リカーブ・成年男子 ５位

第65回国体新潟県4次予選アーチェリー大会
（7月） リカーブ・成年男子 １位

第65回国体新潟県5次予選アーチェリー大会
（7月） リカーブ・成年男子 ５位

第30回北信越学生アーチェリー個人選手権決勝
ラウンド（8月） リカーブ・男子 優勝

第30回北信越アーチェリー選手権大会（9月） リカーブ・男子 ３位
第49回全日本学生アーチェリー個人選手権大会
（9月） リカーブ・男子 59位

第20回A.J.S.A.F.Cup決勝ラウンド（9月） リカーブ・男子 14位
第65回国民体育大会個人予選（10月） リカーブ・成年男子 56位
第65回国民体育大会団体（10月） リカーブ・成年男子 19位
北信越室内アーチェリー選手権大会（11月） リカーブ・成年男子 ２位
北信越学生アーチェリー室内個人選手権（12月） リカーブ・男子 出場

☎ 0257 -２4 - 8435
E-mail  library@ada.nsu.ac.jp

新潟産業大学
附属図書館

学生によく読まれている雑誌

最近よく読まれている本

ドラッガー関係の本や資料

キャリア関係の本

就活・プレゼン
コーナー
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〜
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

　
保
護
者
の
皆
様
が
就
職
活
動
を
経
験

し
た
時
代
は
、バ
ブ
ル
期
の
売
り
手
市
場

に
あ
た
り
ま
す
。そ
れ
か
ら
約
30
年
の
年

月
が
経
過
し
、当
時
と「
第
２
氷
河
期
」と

言
わ
れ
る
現
在
の
就
職
活
動
と
で
は
全

く
別
物
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。呼
び
方
も
今
風
に
短
縮

さ
れ
就
活（
シ
ュ
ウ
カ
ツ
）が
主
流
と

な
っ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
自
分
た
ち
が

経
験
し
た
就
職
活
動
を
基
準
に
御
子
弟

と
話
を
す
る
と
、う
ま
く
か
み
合
わ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。御
子
弟
と
就
職
に

つ
い
て
話
を
す
る
際
に
は
、現
在
の
就
職

　
２
名
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
毎
週
来
校
し
、学
生
の
進
路
や
就

職
活
動
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
何
に
向
い
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
学
生
に
は
、職
業
興
味
検

査
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、個
人
の
特

性
を
測
定
し
、自
己
理
解
を
深
め
て

い
ま
す
。ま
た
、現
在
就
職
活
動
中
の

学
生
に
は
、履
歴
書
の
添
削・面
接
指

導・
求
人
紹
介
と
い
っ
た
実
践
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
面
談
の
時
間
は
、１
人
に
つ
き
約

１
時
間
で
、専
用
の
相
談
室
で
面
談

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。面
談

を
受
け
た
学
生
か
ら
は
、大
変
好
評

を
得
て
い
ま
す
。全
学
年
の
キ
ャ
リ

ア
開
発
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
学
生
の
感
想
〉

・
自
己
分
析
が
分
か
り
や
す
く
有
り

が
た
か
っ
た
。

・
実
際
に
面
接
練
習
を
し
て
も
ら

い
、
言
葉
づ
か
い
や
答
え
方
等

を
、
細
か
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
来
週
、
面
接
が
あ

る
の
で
、
事
前
に
練
習
で
き
て
と

て
も
自
信
を
持
て
ま
し
た
。

・
求
人
の
見
か
た
や
探
し
方
を
教
え

て
も
ら
い
今
後
の
就
職
活
動
の
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
頑
張

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

活
動
事
情
を
十
分
に
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。今
回
は
、就
職
活
動
の

時
期
や
選
考
試
験
の
変
化
、現
在
の
就

職
活
動
の
問
題
点
に
つ
い
て
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）就
職
活
動
時
期

　
保
護
者
の
時
代
は「
就
職
協
定
」に
よ

り
、名
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
大
学
４

年
生
の
10
月
１
日
が
会
社
訪
問
解
禁
、

11
月
１
日
が
採
用
試
験
解
禁
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。実
際
に
は
期
日
以
前
に
選
考

が
行
わ
れ
解
禁
日
は
内
定
者
の
拘
束
日

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
の
よ
う
な

企
業
の
行
為
は〝
青
田
買
い
〞と
呼
ば
れ

話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。い
ず
れ
に
せ
よ

４
年
生
に
な
っ
て
か
ら
就
職
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、現
在
の
就
職
活
動
で
は
３
年
生

６
月
の
求
職
登
録
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮
切

り
に
、３
年
生
の
夏
休
み
に
は
企
業
で
就

業
体
験
を
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が

あ
り
、11
月（
２
０
１
３
倫
理
憲
章
に
よ

り
今
年
度
卒
業
予
定
者
か
ら
12
月
と
な

る
予
定
）に
は
合
同
企
業
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、翌
１
月
か
ら
個
別
企
業
説
明
会
の

開
催
、２
月
以
降
に
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

に
よ
る
書
類
選
考
、３
月
に
筆
記
試
験
、

４
月
に
面
接
、５
月
上
旬
に
は
内
々
定
と

い
う
の
が
一
般
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
。３
年
生
の
夏
か
ら
１
年
近
く
就
職
活

動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
２
）選
考
方
法

　
企
業
と
の
最
初
の
コ
ン
タ
ク
ト
で
あ

る
応
募
の
段
階
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。か
つ
て
は
資
料
請
求
の
は
が
き

１
枚
１
枚
を
出
し
て
応
募
書
類
を
取
り

寄
せ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
今
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
就
職
情
報
サ

イ
ト
で
、ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ

け
。大
変
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
照
的
に
選
考
試
験
は
複
雑
に
な
っ

て
い
ま
す
。80
年
頃
な
ら
、ほ
と
ん
ど
の

会
社
の
選
考
試
験
は
履
歴
書
と
面
接
中

心
で
、筆
記
試
験
は
一
般
常
識
か
適
性
検

査
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

今
の
選
考
試
験
は
非
常
に
難
し
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。履
歴
書
と
異
な
り
、

「
自
己
Ｐ
Ｒ
」「
学
生
生
活
で
打
ち
込
ん
だ

こ
と
」「
志
望
理
由
」な
ど
を
書
く
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
と
い
う
書
類
の
提
出
か
ら

い
ま
ど
き
の

就
職
活
動（
就
活
）事
情

選
考
が
始
ま
り
ま
す
。書
類
選
考
に
通
過

す
る
と
、Ｓ
Ｐ
Ｉ
２
と
い
う
能
力・
性
格

適
性
検
査
や
パ
ソ
コ
ン
で
解
く
ｗ
ｅ
ｂ

テ
ス
ト
、試
験
会
場
に
行
っ
て
パ
ソ
コ
ン

上
で
受
検
す
る
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式

な
ど
、親
世
代
に
は
何
の
こ
と
か
分
か
ら

な
い
試
験
方
式
が
普
及
し
て
い
ま
す
。面

接
も
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
面
接
、グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、い
く

つ
も
の
面
接
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。面
接
担
当
者
の
質
問
に
答
え
て
い
れ

ば
良
か
っ
た
昔
の
面
接
と
は
様
変
わ
り

し
て
い
ま
す
。厳
選
採
用
と
は
い
え
、過

剰
と
思
え
る
ほ
ど
の
選
考
試
験
が
学
生

の
大
き
な
ス
ト
レ
ス
要
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
３
）い
ま
ど
き
の
就
職
活
動

―
バ
ー
チ
ャ
ル
就
職
活
動
に
よ
る
弊
害
―

　
こ
れ
ま
で
の
比
較
に
よ
る
解
説
と
は

異
な
り
ま
す
が
、最
後
に
現
在
の
就
職
活

動
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、企
業
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
は
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
ワ
ン

ク
リ
ッ
ク
で
完
了
し
ま
す
。そ
の
後
は
企

業
の
業
務
を
代
行
す
る
就
職
情
報
サ
イ

ト
か
ら
会
社
説
明
会
や
一
次
選
考
の
案

内
が
懇
切
丁
寧
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

ま
た
保
護
者
の
時
代
は
会
社
訪
問
を
し

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
企
業
情
報

も
、充
実
し
た
企
業
Ｈ
Ｐ
か
ら
容
易
に
収

集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
選
考
す
ら

平成23年3月卒（22年度）

男子 女子 計

新潟産業大学

就職率　　 94.5% 88.2% 93.1%

就職希望率 72.4% 81.0% 74.2%

上場就職率 11.1%  7.1% 10.2%

全国四年制大学
就職率　　 91.0% 91.2% 91.1%

就職希望率 60.3% 75.0% 66.4%

国公立大学
就職率　　 92.3% 94.7% 93.4%

就職希望率 44.0% 61.8% 50.9%

私立大学
就職率　　 90.6% 90.1% 90.4%

就職希望率 68.8% 80.9% 74.0%

専修学校
就職率　　 87.3% 85.1% 86.1%

就職希望率 82.9% 89.8% 86.4%

注： 全国四年制大学および専修学校のデータは、文部科学省・厚生労働省共同
調査（H23.5.24発表）。

注：就職率＝就職者数÷就職希望者数
注：就職希望率＝就職希望者数 ÷卒業者数
注：外国人留学生を除く

本学の就職状況と全国との比較

平成22年度の
就職状況

平成23年4月1日現在

製造業
㈱安中製作所　大野精工㈱　㈲カトーモーター　㈱テック長沢　
㈱ハマキン　㈱ピーコック　㈱フクエ精機　ホクモウ㈱　
㈱みながわ製菓　嵐北産業㈱

建設業 ㈱辰拓建設

運輸業 ㈱サカイ引越センター　三越タクシー㈱

商社・卸売業
あおやまメディカル㈱　㈱アジカタ　㈱伊東商会　㈱柏崎魚市場　
㈱坂謙　㈱信越自動車商会　㈱スズキ自販新潟　㈱スタイジェント
㈱新潟エヌテーエヌ　新潟県酒類販売㈱　新潟県南部青果㈱　
新潟トーヨー㈱　ネクストグループ　ビーカム㈱　㈱マルオカ

小売業 ㈱北越ケーズ

スーパー ･ドラッグ ㈱スポット　原信ナルスホールディングス㈱　㈱モリキ

自動車販売 トヨタカローラ北越㈱　新潟トヨタ自動車㈱　モトーレンニイガタ㈱

金融業 柏崎信用金庫　㈱きらやか銀行　興栄信用組合　塩沢信用組合　
丸福証券㈱　㈱ゆうちょ銀行

不動産 ㈱大樹不動産販売　東電不動産㈱

複合サービス えちご上越農業協同組合　柏崎農業協同組合　郵便事業㈱　郵便局㈱

情報通信業 関越ソフトウェア㈱　扶桑電通㈱

飲食・宿泊業 ㈱幸楽苑　パン・ド・グラン　ユザワグループ本社（牛角柏崎店）

サービス業 ㈱エイジェック　㈱シリウス（シリウスグループ）　藤和興産㈱　
徳真会グループ　VIPグループ　㈱丸山自動車　與口銅鐡㈱

公務 大阪府警察　海上自衛隊自衛官候補生　神奈川県警察　
自衛隊一般曹候補生

進学 上越教育大学大学院　新潟産業大学大学院　目白大学大学院

注：太字の企業名は株式上場

主な就職先

ｗ
ｅ
ｂ
上
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。ま
さ

に「
バ
ー
チ
ャ
ル
就
職
活
動
」が
可
能
と

な
っ
た
わ
け
で
す
。保
護
者
世
代
の
就
職

活
動
は
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
学
生
か
ら
社

会
人
へ
と
大
き
く
成
長
で
き
る
機
会
で

し
た
が
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
相
手
で
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
鍛
え
ら
れ

ま
せ
ん
し
、逆
に
機
転
の
利
か
な
い
指
示

待
ち
人
間
を
量
産
し
て
い
る
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。

　
以
上
、自
分
た
ち
が
体
験
し
た
も
の
と

は
違
う
試
練
が
御
子
弟
を
待
ち
受
け
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
、こ
う
し
た
変
化
を

踏
ま
え
て
、正
し
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
就
職
課
長
）

　
平
成
22
年
度
は
、「
超
氷
河
期

の
再
来
」と
称
さ
れ
、本
学
も
厳

し
い
内
定
の
状
況
が
当
初
か
ら

続
き
ま
し
た
が
、キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
面
談
や
、き

め
細
や
か
な
求
人
紹
介
で
内
定

に
結
び
付
け
ま
し
た
。特
に

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
増

員
し
た
11
月
か
ら
３
月
ま
で
の

内
定
者
数
は
、昨
年
度
18
名
で

し
た
が
、今
年
度
28
名
と
厳
し

い
状
況
の
中
で
着
実
に
内
定
者

を
増
や
し
ま
し
た
。最
終
的
に

本
学
は
、就
職
率
で
２・０
ポ
イ

ン
ト
、就
職
希
望
率
で
は
７・８

ポ
イ
ン
ト
全
国
の
数
値
を
上
回

り
ま
し
た
。

最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
粘
り
強
く

頑
張
り
ま
し
た
!!

【
平
成
21
年
度「
大
学
教
育・学
生
支
援
推
進
事
業
」

（
学
生
支
援
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）】
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新
潟
産
業
大
学
で
は
、教
育
研
究

活
動
全
般
の
充
実･

発
展
を
図
る
た

め
、広
く
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付

は
、｢

地
域
社
会
や
企
業
を
主
体
的

に
支
え
る
人
材
の
育
成｣

と
い
う
本

学
の
教
育
理
念
の
達
成
の
た
め
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
何
卒
、皆
様
の
格
別
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
担
当
窓
口　
新
潟
産
業
大
学 

総
務

課 

☎
０
２
５
７-

２
４-

６
６
５
５

M
ail:so

u
m
u
@
ad
a.n
su
.

ac.jp

）

新
潟
産
業
大
学 

教
育
研
究
支

援
募
金
の
お
願
い

　
新
潟
産
業
大
学
で
は
、本
学
教
員

が
高
等
学
校
等
に
出
向
い
て
講
義

を
行
う「
出
張
講
義
」に
積
極
的
に

対
応
し
て
お
り
ま
す
。大
学
の
専
門

分
野
を
高
校
生
向
け
に
分
か
り
や

す
く
講
義
す
る
こ
と
に
よ
り
、大
学

の「
学
び
」を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
学
進
学
の
意
識
づ
け
と
し
て
、

ま
た
進
路
選
択
の
一
環
と
し
て
、幅

広
く
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

出
張
講
義
の
お
申
し
込
み・お
問
い

合
わ
せ
は
7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４（
入
試
課
直
通
）か
ら
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

出
張
講
義
の
ご
案
内

　
平
成
23
年
度　
春
期
公
開
講
座
は「
リ
ス

ニ
ン
グ
を
極
め
る
英
語
教
室
」「
楽
し
い
中
国

語
」な
ど
の
４
講
座
に
、の
べ
53
名
の
方
が

受
講
さ
れ
ま
し
た
。上
越
市
で
開
催
さ
れ
た

「
韓
半
島
と
越
国
の
関
係
」で
は
、20
名
を
超

え
る
受
講
生
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

秋
期
公
開
講
座
は
下
記
の
７
講
座
を
開

講
し
、多
く
の
方
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
聴
講
講
座
は
、一
般
市
民
の
方
が
大
学
の

通
常
授
業
に
参
加
し
、本
学
学
生
と
一
緒
に

講
義
を
受
け
る
講
座
で
、今
年
で
13
年
目
を

迎
え
ま
す
。

　
今
年
度
の
春
期
聴
講
講
座
の
全
28
講
座
の

う
ち
、の
べ
33
名
の
方
が
17
講
座
に
参
加
し
、

学
生
と
と
も
に
講
義
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

聴
講
生
数
の
ト
ッ
プ
３
は
①
韓
国
経
済

論 

５
名　
②
英
語
Ⅱ
Ａ 

４
名　
③
中
国
語

Ⅰ
Ａ 

３
名
で
す
。

　
平
成
23
年
度
の
秋
期
聴
講
講
座（
9
月
下

旬
か
ら
開
始
）も
、一
般
の
方
に
全
30
講
座

を
開
放
し
、「
学
び
の
ス
テ
ー
ジ
」を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

英
語・
韓
国
語・
中
国
語
な
ど
の
語
学
系

科
目
や「
経
済
成
長
と
環
境
」「
商
学
総
論
」

な
ど
の
経
済
経
営
系
科
目
は
も
ち
ろ
ん
、

「
社
会
学
」「
東
洋
の
芸
術
」「
欧
米
文
化
論
」

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
教
養
系
科
目
も
用
意

し
て
い
ま
す
。

　

前
期
講
座
は
本
学
の
教
員
が
担
当
す
る

３
つ
の
講
座
、「
日
本
美
術
史
講
座
」「
韓
国

文
化
講
座
」「
米
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
演
説

を
聴
く
」に
、の
べ
83
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
始
ま
る
後
期
の
４
つ
の
講
座
の

う
ち「
映
画
と
小
説
の
不
思
議
な
関
係
」「
心

も
体
も
ス
ッ
キ
リ
健
康
」の
２
講
座
を
本
学

教
員
が
担
当
し
ま
す
。

市
民
大
学
講
座

公
開
講
座

聴
講
講
座

　
新
潟
産
業
大
学
は
、経
済
的
事
情

に
よ
り
修
学
が
困
難
な
学
生
に
対

し
、授
業
料
の
半
額
を
免
除
す
る
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
先
行
き
の
見
え
な
い
不
況
下
、勉

学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、や
む
を
得

ず
大
学
進
学
を
あ
き
ら
め
る
ケ
ー

ス
や
、入
学
後
に
も
保
護
者
の
失
業

等
で
学
業
の
継
続
に
つ
い
て
常
に

不
安
を
持
ち
、修
学
に
専
念
で
き
な

い
等
の
ケ
ー
ス
が
、全
国
の
大
学
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
学
で
は
独
自
の
支
援
制
度
を

実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
大
学
進
学

や
学
業
継
続
に
か
か
る
家
計
負
担

を
軽
減
し
、本
学
で
修
学
す
る
意
欲

を
持
つ
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

修
学
支
援
制
度
に
関
す
る
お
問
合

せ
先：
新
潟
産
業
大
学
入
試
課　

7
０
１
２
０-

７
８
７-

１
２
４

修
学
支
援
制
度
に
つ
い
て

対象者
学費負担者および家計を一にする家
族（以下「学費負担者等」）の経済的理
由により、修学が困難な学生。

申請要件
（年間所得の上限）

自宅通学者 ： 300万円程度以下
自宅外通学者 ： 350万円程度以下

軽減額
年間授業料（660,000円）の半額を
免除（軽減期間は１年間）。
※２年次以降は、審査により更新可。

小お

黒ぐ
ろ 

裕ゆ
う

二じ 

講
師

八や

木ぎ 

直な
お

人と 

講
師

渡わ
た

邉な
べ

孝こ
う

一い
ち

郎ろ
う 

助
教

■  

所
属
／
経
済
学
部

■  

専
門
分
野（
研
究
テ
ー
マ
）／
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、卓
球
競
技

　
卓
球
の
フ
ォ
ア
ハ
ン
ド
台
上
攻
撃
打
法
に
お
け
る
上
肢
動
作
の
バ
イ
オ
メ

カ
ニ
ク
ス
的
研
究

■  

最
終
学
歴・学
位
／
筑
波
大
学
大
学
院
修
士
課
程
体
育
研
究
科　
体
育
学

修
士

■  

主
な
担
当
科
目
／
ス
ポ
ー
ツ
実
習
、パ
ソ
コ
ン
実
習
、基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
な
が
ら
、学
生
自
ら
有
意
義
な
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、歴
史
あ
る

卓
球
部
の
活
動
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■  

所
属
／
経
済
学
部

■  

専
門
分
野（
研
究
テ
ー
マ
）／
マ
ク
ロ
経
済
学
、景
気
循
環

■  

最
終
学
歴・学
位
／
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
過
程
単
位
取

得
退
学　
経
済
学
修
士

■  

主
な
担
当
科
目
／
マ
ク
ロ
経
済
学
、ゲ
ー
ム
理
論
、国
際
マ
ク
ロ
経
済
学

　
「
経
済
」は
、私
た
ち
の
生
活
に
も
っ
と
も
身
近
で
大
切
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
見
す
る
と
難
し
く
遠
く
な
り
が
ち
な
話
題
で
す
。「
経
済
学
」の
学
習
を
通

し
て
、学
生
の
皆
さ
ん
に「
経
済
」を
身
近
に
感
じ
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、わ
か
り
や
す
く
経
済
の
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
る
努
力
を
心
が
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。私
自
身
が「
経
済
学
」を
学
び
は
じ
め
た
こ
ろ
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
、学
生
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
学
び
、と
も
に
成
長
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■  

所
属
／
経
済
学
部

■  

専
門
分
野（
研
究
テ
ー
マ
）／
流
通
論・商
学・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論

■  

最
終
学
歴・学
位
／
神
戸
大
学
大
学
院　
経
営
学
研
究
科　
博
士
課
程
前

期
課
程　
修
士（
商
学
）

■  

主
な
担
当
科
目
／
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、広
告
入
門
、商
品
開
発
論

　
初
め
て
の
大
学
教
員
生
活
の
場
が
新
潟
産
業
大
学
で
あ
る
こ
と
に
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、興
味
関
心
を
持
て
る
よ
う

な
講
義
を
準
備
し
、「
な
ぜ
そ
う
な
の
か
？
」と
物
事
を
深
く
考
え
る
習
慣
を

身
に
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。こ
の
柏
崎
の
地
で
、学
生

や
教
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
成
長
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

経
済
学
部
　
石
橋 

一
雄 

教
授

■ 

専
門
分
野：理
論
経
済
学
、財
政
学
、租
税

論
■ 

主
な
学
内
職
歴

　

 

大
学
院
経
済
学
研
究
科
長・就
職
委
員
長

経
済
学
部
　
西
田 

美
昭 

教
授

■ 

専
門
分
野：
現
代
日
本
経
済
史
、現
代
日

本
農
村
史
、近
現
代
日
本
障
害
者
問
題
史

■ 

大
主
な
学
内
職
歴

　

 

大
学
院
研
究
科
委
員・
研
究
所
運
営
委

員・図
書
館
委
員

経
済
学
部
　
大
和
田 

寛 

講
師

■ 

専
門
分
野：情
報
工
学
、生
体
医
用
工
学

■ 

主
な
学
内
職
歴

　

 

教
務
委
員・
メ
デ
ィ
ア
情
報
処
理
委
員・

研
究
所
運
営
委
員・
国
際
セ
ン
タ
ー
委

員・学
生
委
員・入
試
広
報
委
員

産
業
シ
ス
テ
ム
学
部
　
由
良
　
亮 

講
師

■ 

専
門
分
野：食
品
生
化
学
、食
品
工
学

■ 

主
な
学
内
職
歴

　

 

入
試
委
員・就
職
委
員・入
試
広
報
委
員

〜
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
〜

退
職
教
員

新
任
教
員
紹
介

平成23年度  新潟産業大学公開講座（秋期）のご案内
①「エネルギーと環境問題」 講師：藤井 信行
原子力と火力、太陽エネルギーなどの原理とエネルギー利用の現状を自然科学の視点から解説します。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回  9月17日（土） 原子力・火力と再生可能エネルギー

13：30～ 15：00 市民プラザ
交流ルーム１・２ 無料第２回  9月24日（土） 地球温暖化と二酸化炭素

第３回 10月 1日（土） 太陽電池や燃料電池

②「映画にみる『水の都 ヴェネツィア』の風景」 講師：梅比良 眞史
アドリア海の女王ヴェネツィアの歴史を映画に沿ってたどり、ヴェネツィアの街歩きを楽しみます。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回  9月29日（木） ルネサンス後のヴェネツィア『カザノヴァ』

19：00～ 20：30 十日町中央公民館
第二学習室

4,000円
（4回合計）

第２回 10月 6日（木） 革命のヴェネツィア『夏の嵐』
第３回 10月13日（木） 20世紀初頭のヴェネツィア『ベニスに死す』
第４回 10月20日（木） 現代につづくヴェネツィア『旅情』

③「カラー画像と視覚」 講師：古川 泰男
デジタルカメラなどのデジタルカラー画像のしくみと人の視覚との関係を考え、色情報の生成を解説します。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回 10月 8日（土） デジタルカラー画像のしくみ 13：30～ 15：00 新潟産業大学

第２コンピュータ実習室 無料第２回 10月15日（土） 視覚による混色と色錯視

④「韓国ドラマで学ぶ会話表現」 講師：蓮池 薫
韓国ドラマのシナリオを活用しながら、ドラマで使われている会話表現を学び、それを聞いたり、読んだりする方法で学習を進めます。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回 10月12日（水） 韓国語ジャーナル１

19：00～ 20：30 市民プラザ
学習室202

4,000円
（4回合計）

第２回 10月26日（水） 韓国語ジャーナル２
第３回 11月 2日（水） 韓国語ジャーナル３
第４回 11月 9日（水） 韓国語ジャーナル４

⑤料理実習「簡単にできる韓国料理」 講師：若月 順美江
日本で簡単に手に入る食材を使い、本場韓国の味を極めます。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回 10月15日（土） 白菜キムチとおぼろ豆腐（スンドゥブ）チゲ 13：30～ 15：30 市民プラザ

料理実習室
4,000円

（2回合計・食材費含）第２回 10月22日（土） 春雨サラダ（チャプチェ）と一口チヂミ

⑥「エクセルによるアンケート調査の統計処理」 講師：橋本 次郎
調査票の作り方、調査データの入力方法と集計・グラフの描き方、そして調査データの統計処理の方法と手順を解説していきます。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回 11月11日（金） アンケート調査票の作り方

19：00～ 20：30 新潟産業大学
第２コンピュータ実習室

4,000円
（4回合計）

第２回 11月18日（金） 調査データの集計とグラフの描き方
第３回 11月25日（金） クロス集計と統計処理
第４回 12月 2日（金） 調査データ分の統計分析の実際

⑦「災害対処の文化史」 講師：小林 健彦
奈良時代から戦国時代にかけて発生した災害に対して、当地の人々がどのように対処をしていたのかについて、考察していきます。

回数 日程 テーマ 時間 会場 受講料
第１回 11月12日（土） 謎の貞観地震 ～三陸沿岸と新潟県沿岸を襲った大地震と津波～

13：30～ 15：00
ハイブ長岡 会議室Ｄ

3,000円
（3回合計）第２回 11月19日（土） 平安時代の災害 ～新潟県域の多様な災害と民衆～ ハイブ長岡 会議室Ｂ

第３回 11月26日（土） 鎌倉～室町、戦国時代の災害～地震、黄砂、泥雨～ ハイブ長岡 会議室Ｄ

※聴講・公開講座のお申込み・お問い合わせは、本学WEBサイトまたは生涯学習センター（0257-24-8441）までお願いします。


